
備前市過疎地域自立促進計画（変更案）に対する意見募集の公表について 

 

 備前市過疎地域自立促進計画（変更案）に対して、市民の皆様からご意見を募集した結果に

ついて、ご意見の要旨と市の考え方は下記のとおりです。 

 ご意見をお寄せいただきましてありがとうございました。 

 

意見募集期間 平成 26 年 7 月 22 日（月）～8 月 11 日（月） 

意見募集結果 ２件（１名） 

 

 意見等の要旨 市の考え方 

１ 

P.9 地域の自立促進の基本方針 

キーワードの①②③④⑥は、少子・高齢化対策

として、⑤定住化の促進をはかるためのキーワ

ードではないですか。最大の課題を少子・高齢

化による地域力の低下と位置付けているので

すから。 

社会減が主因で自然減が起きているのでは？ 

働く場所は有りながら、なぜ若い世代が転出し

てゆくのか、徹底的に要因分析をして対応して

ゆく必要を強く感じます。 

キーワードについて以下一言 

②スマートシティ 

住む人にとってどれだけのメリットが生まれ

るのか。大切なことではあるが。 

④民間活力の導入 

考え、知恵を出し行動する役所を市民は切望し

ているはず、職員の方々の奮起を切望します。 

スリム化にはこだわらない。 

思いつきで雑駁な意見ですので、その様取扱下

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご指摘の箇所ついては、地域の自立促進全体を

通じて各施策を展開するキーワードとして挙

げておりますので、ご意見のとおり定住促進の

キーワードにもなるものです。 

社会減の要因は、生活機能の低いことが主要因

であると捉えており、それを補うものとして総

合計画に若年層（子育て世代）をターゲットに

した将来像を「教育のまち備前」として掲げて

おり、本計画においても重点化して取り組むこ

ととしております。 

こうした要因は、時代とともに変化するもので

ることを認識して、今後の施策推進の参考とし

て承ります。 



２ 

P.40 教育の振興 

「確かな学力の育成」は、学ぶ場の環境整備（ト

イレの近代化、冷暖房の完備）と学童の生活習

慣の確立に有ると考える。環境整備は金をかけ

れば可能で有るが、生活習慣の確立は、学童が

一日の２／３を過ごす家庭に負うところが大

きく、最も悩ましくむずかしいと思われる。 

生活習慣の確立がはかれれば不登校、暴力行

為、いじめもおのずから減少すると思う。 

環境整備と学童の生活習慣の確立をはかり、学

童の育成はプロの専門職（教師）に委ねればい

いと考える。学童の生活習慣の確立について、

行政もさらに一考願いたい。 

素人かつ門外漢の市民の一意見として取扱下

さい。 

 

全国学力学習状況調査等でも児童生徒の生活

習慣と学力との相関関係は明確に認められ、ご

意見のとおりと認識しております。 

これまで、家庭教育の充実に向け、親育ち支援

事業等を実施してまいりましたが、現状を踏ま

え、一層推進したいと考えております。 

また、教育の環境整備については、現在、校舎

の耐震化工事に併せて空調設備やトイレの整

備を進めており、今後も計画的に推進する予定

です。 

貴重なるご意見ありがとうございました。今後

の施策・事業の推進にあたっての参考として承

ります。 

 

 


